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The Final Quarter Projectとは?

1934年、日本にアメリカンフットボールが上陸してから今年
で75周年

100年を一つの区切りと考えると、ちょうど「第3クォーターが
終わり、いよいよ第4クォーターに突入する」タイミング

アメリカンフットボールがより国内でメジャー化するために、
アメリカンフットボール関係者が一丸となって進めていく、「こ
れからのアメリカンフットボール」のためのプロジェクト「The 
Final Quarter project」
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背景

2007年7月にワールドカップが日本で行われ、成功裡に終
了し、人気拡大につながった

少子化の中でフットボール人口（大学・高校）は増加傾向で
あること （別紙1参照）

フラッグフットボールが、2011年からの小学校新学習指導
要領解説書に盛り込まれる（別紙2参照）
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Dr. Paul Rusch
Rikkyo Univ. started playing 
football
along with Meiji Univ. and 
Waseda Univ.
(1934)

First ever Koshien Bowl 
was played @ Koshien Stadium
(1947)

Made NCAA rule book as
Japanese football’s rulebook (1949)

Started High School 
Tournament(1954)

First game outside Japan after the War against U of Hawaii 
(1964)

Utah State/HC Chuck Mills came to Japan to play against 
All Japan Team (1971)

Japan Bowl
NCAA All start Game
(1975-93)

Mirage Bowl
ND vs. Miami (FL)
80,000 spectator
(1979)

Start of Epson IVY Bowl
All Japan vs. All IVY(1988-96)

Start of X League(1996)
First time Japanese player went to 
NFL Europe(1996-2007)

1st World Cup @Palermo, 
Italy
Japan became 
champion(1999)

3rd World Cup @Kawasaki, 
Japan
First time Team USA 

participated. (2007)

Start of NCAA regular season 
game Series
-Pioneer Bowl(76)
-Mirage Bowl(77-85)
-Coca Cola Bowl(86-93)

Start of NFL American Bowl Series (1976-2005)

(予想値)

別紙1(1/2)



別紙2 (2/2)
日本アメリカンフットボール競技人口の推移

16,484 

18,923 

9,047 

5,157 

4,980 

9,987 

2.280 

4,026 

年平均伸び率 2.3% 

年平均伸び率 1.6% 

年平均伸び率 -0.5% 

年平均伸び率 10..0% 



The Final Quarter Projectの目標

キッズ・ユースフットボールを含めた競技人口の拡大

「（100周年を迎える）2034年に競技人口を現在の約5倍の
100,000人にする」

国際化時代にふさわしい競技力の向上

「（100周年を迎える）2034年に日本代表（フル代表およびＵ
―19とも）は世界一を争う」

今後ますます国際化する社会において多種多様なグローバ
ルな人材の輩出
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FQP スローガン
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OPEN
より多くの人に親しみ易く、支持を得られる「開かれた」スポーツを目指します。

Outspread（競技人口の普及・拡大）

Public（一般の皆様により親しみ易く）

Education(キョウイク＝教育・競育・協育）

New Generation(ジュニア・ユース育成）



具体的施策案

1. キッズ・ユースフットボールリーグ・チームの立ち上げ支援

2. 指導者育成プログラムの実施

3. 日本代表チームほかの強化

4. エリート育成プログラムの実施

5. 試合環境（特に競技場）の環境整備

6. 安全指導の一層の推進

7. ファン拡大に向けた各種施策の実施

8. 審判関連の人材の育成

9. 上記を実施するための専任マネジメント体制の確立

※詳細は別紙3参照
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2009年に実施する特別課題(1/2)

国際試合

1. ノートルダム・ジャパン・ボウル（別添4参照）

2. ジュニア世界選手権大会（別紙5参照）

3. グローバル・チャレンジ・ボウル（別添6参照）

75周年記念応援団の募集

＜JAFAダイヤモンド倶楽部（仮称）の設立＞

前頁に記載したようなイベントを遂行し、そのた
めの体制を整えるためには、長期的な視点での
財政基盤の強化が喫緊の課題である

殿堂入り表彰者の検討（検討委員会の開催）
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2009年に実施する特別課題(2/2)

その他

１． コーチズハンドブックの翻訳・製本

２． 安全指導推進のためのコンベンション開催

（2月２８日及び3月14日開催予定）

３． キッズ・ユースリーグ設立に向けた準備

４． フラッグフットボールへの支援

５． ノートルダム大コーチズクリニックへの派遣

６． 協会ホームページの充実（運営含む）

７． 記録の整理（75周年史）の準備
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